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川目　私たちベネッセグループは、高
校生やその保護者、高校教員に対する
調査を行っています。そこで共通して
見られるのは、志望校選択時に就職状
況を重視する傾向です。
　しかし、高校の進路指導担当者を対
象とした調査からは、「就職率さえ良
ければいい」というわけではなく、「質
の高い教育が就職率につながっている
大学を評価する」という考え方がうか
がえます。ここには、大学でのキャリ
ア教育に対する本質的な問いかけがあ
るように感じますが、いかがでしょう
か。
黒田学園長・総長（以下黒田）　2011
年 4月から「大学における社会的・職
業的自立に関する指導等（キャリアガ
イダンス）」が義務化されました。こ
れは教育課程の内外を通じて行う指
導・支援であり、各大学が実情にそっ
て具体的な取り組みを推し進める必要
があります。
　なぜ教育課程の内外で行うかと言う
と、2008 年の学士課程教育答申から
の流れがあります。そもそも大学は国
に認められた、学位を授与する機関で
す。ところが、それまでは学位授与の
方針がそれぞれの大学で明確化、具体
化されていませんでした。そこで学士
力を基盤とした、学位に着目したプロ

グラムの確立を提起したわけです。
　つまり大学における社会的・職業的
自立のための指導についても、各大学
が学位の授与に見合った教育を学士課
程の内外で工夫して行わなければなら
ないということです。
　学士力には、コミュニケーションス
キルなどの汎用的技能、人間理解や文
化理解、生涯学習力といったものも含
まれます。これらの能力は正課内での
涵養に加え、インターンシップや職業
指導など、正課外でも育成することに
なります。教育課程の内と外、「この
両方があって初めて学士課程の教育が
完成します」と私はいつも言っている
のです。そこに含まれるキャリア教育
についても同じことが言えます。
　受験生や保護者、高校教員が就職率
に注目することは間違いありません。

各大学が就職率を上げるのも、競争力
強化のために重要な要素と言えます。
しかし、真に競争力を強化するには、
個性と特色を明確にした学士課程教育
の実現が必要です。
川目　いわゆるキャリア教育は、学士
課程教育の正課内外に適切に位置付け
なければならないことがわかりました
が、ともすると、共通性が求められる
学士課程教育の整備と各大学独自の教
育のしくみの整備は相反するようにも
見えます。これはどのように理解すれ
ばよいでしょうか。
黒田　学位授与の方針について、ほか
の先進国では「何を教えるか」より「何
ができるようになるか（学習成果）」を
重視しています。
　例えばイギリスは、高等教育質保証
機関（QAA）が大学で身に付けるべき

若者の就職が困難を来す中、社会的・職業的に自立した若者を育てるキャリア教育は、
ますます重要との認識が深まっている。2011年1月には、中央教育審議会キャリア教
育・職業教育特別部会の「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方につい
て」と題する答申があった。審議に参画した金沢工業大学の黒田壽二学園長・総長に、
大学は今後どのようにキャリア教育を行っていくべきかを聞いた。

高等教育機関はグローバル社会の熾烈な競争的環境の下で、教育の質保証と教
育成果をますます強く問われている。とりわけ、教育の成果は、卒業後の進路で
評価され、それが入学者確保や高等教育機関の存立に大きな影響を及ぼす。
2011年4月から「大学における社会的・職業的自立に関する指導等（キャリアガ
イダンス）」が義務化され、各高等教育機関におけるキャリア教育の実践が進ん
でいるが、すべての機関で定着し、その取り組み状況が高校生や高校教員、保護
者、企業関係者などに広く周知されるには、まだ時間を要すると思われる。
教育および卒業生の質保証が重視される中、各大学にはディプロマ・ポリシーに
基づき、キャリア教育を含めた学士課程教育全体を通して、社会で活躍し続ける
ことができる人材を育成することが求められている。
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教育課程の内外を通して
自立した人材を育成

「社会的・職業的自立、社会・職業への円滑な移行に必要な力」の要素

出典／中央教育審議会「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方について」（答申）
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